
市
南
西
部
の
川
西
町
に
、
同
町
域
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
広
大
な
国
指
定
の
史
跡
・
新
沢
千
塚

（
に
い
ざ
わ
せ
ん
づ
か
）
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

古
墳
の
集
ま
る
群
集
墳
と
し
て
は
、
全
国
で
最
も
早
い
四
世
紀
末
に
造
り
始
め
ら
れ
、
六

基
を

超
え
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
古
墳
が
、
七
世
紀
ま
で
造
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
七

四
一
年
の
発
掘
調
査
（
約
一
三

基
）
で
遠
く
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
渡
っ
て
き
た
ガ
ラ
ス
器

や
金
製
装
身
具
（
一
二
六
号
墳
）
に
武
器
や
鏡
（
一
三
九
号
墳
）
な
ど
、
目
を
見
張
る
多
数
の
貴
重
な

品
々
が
出
土
し
ま
し
た
。
古
墳
群
を
造
っ
た
の
は
、
古
代
豪
族
の
大
伴
氏
か
渡
来
系
の
漢
（
あ
や
）
氏

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
群
一
帯
は
、
古
墳
の
間
を
遊
歩
道
が
巡
る
史
跡
公
園
に
整
備
さ
れ
、
出
土
品
な
ど
を
常
設
展
示

す
る
千
塚
資
料
館
が
そ
の
一
角
に
建
ち
、
古
代
史
に
関
心
の
あ
る
人
び
と
な
ど
が
全
国
か
ら
訪
れ
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

地
元
川
西
町
で
は
毎
年
の
四
月
第
一
日
曜
日
、
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
び
と
の
慰
霊
と
町
内
の
無
病
息

災
を
願
う

新
沢
千
塚
ま
つ
り

を
開
き
、
貴
重
な
文
化
遺
産
の
継
承
を
誓
う
集
ま
り
と
し
て
い
ま
す
。

祖
先
を
大
切
に
す
る
考
え
方
が
古
代
か
ら
古
墳
群
の
あ
る
、
こ
の
地
に
根
付
い
て
き
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

町
域
に
新
沢
千
塚
古
墳
群


